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 流血中ノ白血球ハ細菌其ノ他ノ有形異物，又ハ化學的毒物（細菌毒素，異種：蛋白質）等ノ侵

入＝封シテTUrk氏ノ所謂「戦士」トシテ活動シ，以テ生意ヲ防衛スル性能ヲ有スル鮎二於テ

極メテ重要ナル意義ヲ有スルモノナリ．帥チ白血球ハ自動的＝ハ其ノ固有ノ「アメーバ様蓮

動＝ヨリテ毛細血管ヲ通ジテ組織内ヲ遊走シ，叉他動的ニハ血流ニヨリテ全身ヲ巡蓬シ以テ

其ノ有スル貧喰作用及ビ酵素作用ヲ螢ムモノニシテ，或ハ儒足ヲ出シテ細菌共ノ他ノ異物ヲ

貧喰シ（Metschinicoff），：或ハ：Lipase，．Oxydase， Proteolytische Fermente等種々ノ醗酵素ヲ産
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生シ，以テ異物ヲ融解シ易カラシメ，叉ハ有害物ヲ分解シテ之レヲ無害ノモノタラシA7レee

能ヲ有ス．（：Buchner，：Bordet， Chlich und Ehrlich）・

 從ツテ諸種ノ疾病二際シテ是等白血球ノ灘旨ニモ何等カノ異常ヲ齎ラスペキコトハ蓋シ容

易二想像シ得ラル・所＝シテ，是等ノ窯二三シテハ夙二Ijsto，：Busse， Pottenger， Hekton，

：Lischmann， Hambuger，杉山，森，牧野，山下，小野，二三，長雄等ノ諸氏＝aリ多数ノ業

績ヲ獲表セラV，種々ノ場合＝於ケル白血球ノ機能一義三二關スル研索ハ陸績トシテ報告セ

ラル、二至り，今や殆ンド究明シ鑑サレントスルノ観ヲ呈スル状態二在り．

 而カモ醗ツテ之レヲ我が皮膚科領域昌關スル文献二見ル＝，臨床的及ビ實駝的二各種ノ疾

患＝際シテ惹起スベキ白血球ノ諸攣化二就テハ，其ノ形態學的検索二於テコソニ三注目スペ

キ業績二接スルヲ得レドモ，更二進ンヂ其ノ機能的攣化二關スル槍索二郎ツテハ極メテ其ノ

記載＝乏シク，緩力＝山下氏が灸及ビ火傷二四テ観察シタル報告，及ビ近ク尾崎氏が所謂

「クロトン油皮膚炎ノ場合二於ケル白血球食喰能ノ響動二就テ槍索セル報告ノ他，見ル＝足

ルモノ殆ンドナキが如シ．

 余ハ夙＝Sk＝着目スル所アリテ珈力其ノ研究ヲ企テ，實験的皮膚炎二際シテ白血球二現ハ

ル・諸勢化ノ槍索，從押型ルガ，先ヅ其ノ際血液像二現ハル・攣化，殊昌Ameth氏核移動＝關

スル観察ノ結果二就テハ轡二目二報告セル所ナルが故二，本編二於テハ主トシテ白血球ノ機

・能上；及ボス影響，即チ遊走速度及ビ貧喰能二現ハル・攣化二就テノミ述ブル所アラントス．

            第2章實験材料及ビ實験方法

 三門動物トシテハ盟重2kg以上ノ白色ノ健康家兎ヲ使用シ，一定要約ノ下二丁クトモ1ケ月間飼養セル

モノノミヲ撰ピタリ．之レ飼養方法ノ激特二因ル家兎ノ健康駄態ノ攣動，延イテハ之レが其ノ血液二及ボ

スコトアルペキ些少ノ影響ヲモ除外セソコトヲ考慮シタルニヨル．

 由町家今川實験的二皮膚炎ヲ惹起セ・Sムル方法ハ素ヨリ種々アゴ，2，3ニシテ止マラズト難モHebra

氏（1850）以來「クロトン油ノ塗布ニヨリ所謂「クロトン油皮膚炎ヲ寓生セシムル方法ハ最モ簡便ナリトシ

テー般二行ハル．之レ蓋シ該皮膚炎ハ種々ノ瓢二於テ臨床上ノ湘疹乃至皮膚炎ト極メテヨク相一致シ，其

ノ際二観察シ得ル種々ノ所見ハ延イテ濾出テ臨床上ノ爆疹乃至皮膚炎二於ケル種kノ事象二封スル維測ノ

根檬タリ得ル黙二於テ極メテ好都合ナレバナリ．

 斯クテ余丁嚢二白血球ノ核移動ノ楡索二際シテ行ヒタルト同様，Merk會高辻「クロトン油ヲ日本藥局

譜「オレーフ油ヲ以テ50％及ビ10％ノ2種二痴話セルモノヲ用口供シ，之ヲ二等度＝毛ge ＝含マセ，豫メ

短ク二毛セル背部三三若シクハ耳殻内面二強キ歴ヲ加フルコトナク輕ク1回往復シテ塗布シ，以テ其ノ部

位二二衝ヲ酸生セシメタリ．而シテ其ノ塗布二三ハ耳殻二於テハ其ノ内面ノ大牛二，叉背部二於テモ略々

夫レト同大ノ皮膚面S於テスルヲ常トセリ．

 爾ホ探血ハ総テ耳朶静脈ノ末梢部ヨリシ，局所ハ豫メ扱毛シ，酒精綿ヲ以テ充分二清拭摩擦シテ怒張セ

シメタル血管ヲ細キ注射針ヲ以テ輕ク穿刺シ，球賦ヲ呈シテ湧出スル血液ヲ探ツテ法ノ如ク検査二供シタ

リ。而シテ後述スルが如ク豫備三三ヲ行ヒタル結果ヨリ見テ，採血ノ時間及ビ食餌ノ投興ハ共二余ノ實験

畠謝シテハ殆ンド介意スルノ要ナキコトヲ確カメ得タリト錐モ，實験ノ實施二當ツテハ鷲殊ノ場合ヲ除ク
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ノ他，総べテ午後5時置リ午後8時vデノ間＝於テ探血スルヲ常トセリ．

                 第1項貧喰能ノ丁丁法

 Metschinicoff氏がPhagocyten theorieヲ提唱シテ丁丁，白血1球が丁丁作用ヲ呈スルコトハーre ＝承認

セラレテ周知ノ事實トナリ，其ノ後半ノ機能ノ樵十二封シテ企テラレタル方怯ハ2，3ニシテ止マラズ，

例ヘバ長雄氏ノ試ミタル墨汁ヲ血管内二注入スル怯，同氏等ノ試ミタル載物硝子上二十テ墨引ヲ貧喰セシ

ムル法及ビ澱粉粒：ヲ貧喰セシムル法，或配置山下，紺田氏等ノ試ミタル細菌ヲ貧喰セシムlt一等ノ如シ・

斯クノ如ク種々ノ方法ノ記載ヲ見ルト難モ，之レヲ山下氏等ノ報告二就テ見ルモ，或ハ又敷回二渉ツテ余

ノ試ミタル實験ノ成績ヲ比較観察セル結果二就テ見ルモ，是等ノ方法ハ何レモ概ネ相似タル結果ヲ示ス織

ヨリ見ル時ハ，負喰能ノ強錫ノ程度ノ判定＝封シテハ必ズシモ是等諸方法ヲ併用スルノ要ナキモノト認メ

ザルヲ得ズ．依ツテ余ハ食喰能ノ樵査二當ツテハ專ラ二二ノ墨粒貧喰法ノミヲ樵スルコト・セリ．

 而シテ墨丁丁喰法ノ詳細二丁テハ暴二森氏が本誌上二報告（1928）シテ以來，諸家ノ再三反復シテ記述セ

ラレタル所ナルが赦二煩ヲ避ケテ敢デi拉二詳述スルヲ省略スペシト雌モ，要スルニO・1％「アラビヤゴム水

溶液ヲ材料トシ，良質ノ墨ヲ使用シテ墨汁ヲ調製シ（尚ホ余ハ超生髄染色ヲ併用スル目的ヲ以テ豫メ之n

O．5％oノ割合二「ノイトラール赤ヲ加ヘタリ），此ノ墨汁ヲ嚴重二清拭セル二物硝子上二二ク塗抹シタルモ

ノヲ豫メ用意シ，之ヲ使用シテ血液標本ヲ製作スルモノyス．サレド墨汁ヲ調製シテ諜二等ノ記載二準撫

シテ竹内氏ノ「コゴクメーpt 一一」ヲ以テ其ノ濃度ヲ定メタル上，該墨汁ヲ法ノ如ク載物硝子上二滴下シテ罎

汁塗抹材料ヲ作製スルニ當リ，熟練ノ程度ニモ依ルペキハ勿論ナレドモ，丁丁同一程度ノ濃度ヲ有スル墨

ノ膜層ハ到底得ラル・モノニアラズ．依ツテ余ハ私カニ斯カル記載ハ寧ロ只其ノ標準ヲ示サソガタメノー

方法タルニ過ギザルペシト思惟シ，墨汁塗抹材料ノ作rw ＝當リテハ是等ノ記載二強イテ拘泥スルコトナ

ク，血液ヲ載物硝子二塗リテ血液塗抹標本ヲ作製スルト岡襟ノ操作ヲ以テ墨汁ヲ塗抹シ，要スルニ載物硝

子ノ申央三二於テ得ラルペキ菲薄牛透明ニシテ暗黒色ヲ呈スル墨ノ膜面ノ三態ヲー定ニスルコトヲ特二重

要硯シテ，其ノ濃度ノ略々同一ニシテ目．ツ下等ナルモノノミヲ選ビテ用二二スルヲ常トセリ．而シテ斯

クシテ作製シ得タル材料ヲ使用シ，家兎ノ耳殻ノ細キ静脈ヲ細キ鏡利ナル注射針ヲ以テ穿刺シ，球状ヲナ

シテ湧出スル血液ノ1滴ヲ三蓋硝子ノ下面二巴リ，之ヲ前記二物硝子上二二セ，必要二丁ツテハ輕キ塵ヲ

加ヘテ血液ノ籏散スルヲ侯チ，周團ヲ「ワゼリンjヲ以テ封ジ，斯クシテ鼓二二タル標本ハ直チニ37℃ノ

艀卵器内a放置スルコト1．5時聞ノ後之レヲ取り出シ，室温ニテ橡鏡セリ．

 墨粒貧喰試験二丁テ負喰ノ程度ヲ正確二三ツ数理的二表示スルコトハ蓋シ至難ノ業二丁スト盤モ，森氏

ノ提案セル法ハ最モ簡便ニシテ推賞スルニ足ルモノト思考セラル・ガ故二，余モ亦氏ノ法ヲ其ノ儘踏襲セ

リ．郁チ多少ナリトモ墨粒ヲ負喰セルモノト，全ク食喰セザルモノトニ分チ，貧喰セルモノヲ更二三ノ程

度ニヨリ4階級二分類セルモノニシテ，是等ノ關係ヲ表示スレバ数ノ如シ．

特性「エオジン嗜好細胞墨粒食喰 大軍核球墨粒負喰

一回燃喰セザルモ・ ■・偉喰セザルモ・

土t・極小ナル墨禰個・蝕セルモ・ 1＋・態セ・・モ・

＋三二養弓頭上・或ハ小ナ’レ墨粒ヲ

甘｛3隊幽幽霰磁心玄ケ墨粒1個

柵 4厚薇窒墨織櫻ケ又ハ申等大ナ’レ墨粒1
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 白血球ノ内食下作用ヲ有スルモノ賢主トシテ假置賜オヂソ嗜好細胞及ビ大軍核球ニシテ，其ノ他ノモノ

ハ殆ソド，若シクハ全ク斯カル作用ヲ呈セズ，而カモ大軍核球ノ貧喰作用帰参ノ程度不定ニシテ旦ツ左程

重要ナル意義ヲ有セザルモノノ如シ，從ツテ余ハ貧喰能ノ耳擦二軍ツテ網主トシテ野性エオヂン嗜好細胞

ヲ注意シ，大軍核球ノ夫レニ就イテ当時トシテ其ノ観察ヲ吉夢セル場合スラ勘ナカラザリキ．

                第2項遊走今度ノ測定法

 糖テノ自血球ハ多少ノ相異コソアレ自動的二遊走スル性能ヲ有スルコトモ亦古クヨリ熟知セラレタル事

實ニシテ，タ・“極メテ稀二見ラル・nonmotile Leukocytenニハ遊走1性ヲ認メザルモ之レ寧ロ特殊ノ例外

二屡スベキモノナルペシ．而シテ從來遊走速度ノ測定二時シテ企テラレタル方法ハComandon， Levaditi，

Mtttermilch氏等ノ報告以來種々ノ術式ノ記載ヲ見ルモ，理論的ニモ正確ナルノミナラ：ズ而カモ最モ簡便

ニシテH．ツ臨床的方面＝モ容易二懸用シ得ルハ，最近二Sabin氏法（1923）ヲ改良シテ杉山教授ノ提案セ

ル方法ナルベク，余モ亦此ノ方法二準撮シテ實験ヲ施行セリ．

 而シテ此ノ測定法二丁シテモ叉翻二杉山国璽ノ報告（1929）シテ以下，諸家就中同敢授門下ノ多敷ノ業

績二野テ：再三反復シテ詳細二記載セラレタル所ナルが故＝）再ビ蛇二詳述スルコトハ敢テ省略スベシト盤

モ，要スルニ充分二清拭シ，火焔ニヨリテ盟温ヨリモ稻々高キ程度二加温セル野物硝子上二〇・1％e「ノイト

ラール赤酒精溶液ヲ滴下シ，直チニ之ヲ垂直二立テ・乾燥シテ得ラルベキ丁丁テ薄キ色素膜ヲ有スル二物

硝子ヲ豫メ準備シ置キ，家兎ノ耳翻野末四部ヲ穿刺シテ得タル血液ノ1滴ヲ覆蓋硝子ノ下面二野リタルモ

ノヲ此ノ上二伏目，墜ヲ加フルコトナク血液ノ鑛散スルヲ侯チテ直チニ其ノ周園ヲ「ワゼリソ」ニテ封ジ，

以テ検査二供スルモノトス．而シテ測定實施二當ツテハ杉山敢授考案ノ顯微三保濃装置ヲ使用シ，箱ノ内

部ノ温度ヲ略．々37℃内外二野チ，且ツ標本作製後下20分ヨリ始メテ1．5時間ノ間二観察スルヲ常トセリ．

斯クシテ得タル結果ハ1分間二遊走スル距離（ミクロン）ヲ以テ現スモノニシテ，面ホ二三エオヂン嗜好細

胞及ピ旧基嗜好性細胞二就テハ各3分間宛観察シ，大小淋巴球及ビ大軍核球二就テハ各5分間宛観察シ，

且ツ観察セル細胞敷ハ假性エオヂン嗜好細胞ハ25乃至30個，璽基嗜好性細胞及ビ淋巴球ハ各10個，大軍核

球ハ7乃至10個ヲ以テ大凡ノ標準ト雫リ・サレド淋巴肝胆ビ大軍核球ノ遊走速度ハ時トシテ異常二大ナル

モノアリ，時トシテハ四丁シク小ニシテ恰カモ殆ソド遊走性ヲ訣クガ如キ観ヲ呈スルモノサエアリテ，二

上ノ標準ニチハ決シテ充分トハ云ヒ難ク，從ツテ到底正確ヲ期シ期ザル恨アリト難モ，三際間題トシテハ

是等ハ余ノ實験二蜀シテハ何レモ重要ナル意義ヲ有セザルが故二，敢テ之ヲ改メント列国ザリシノミナラ

ズ，其ノ測定ヲ省略セル場合スラ勘ナカラザリキ．

               第3章豫備實験

 既二予報二於テモ述べタルが如クs家兎ノ1日中二三ケル自血球ノ核移動早態乃至其ノ機能的攣動駆虫

イテハ嚢二牧野及ピ小野田爾氏ノ詳細ナル報告アリ，而シテ氏野心ヨレバー般二午前中ハ白血球ノ核ハ幾

分左方移動ヲナシ且ツ其ノ機能ハ概シテ野冊スルヲ常トスト報告セルガ，余が核移動状態二就テ樵索シタ

ル結果二就テ楡討スルニ斯ル現象ハ左程二著明ナルモノニアラザルノミナラズ，叉毎常必ズシモ氏等トー

致スル成ma ＝到ii垂セザリシガ，更二又其ノ機能耳玉索二於テモ亦歩々同署ノ結果ヲ齎ラシ，從ツテ是等ノ

閲ニ一定ノ規準ヲ求ムルコト下田ザリキ．斯クテ探血及ビ食餌投興ノ時間等ハ勘クトモ余ノ企圖スル研究

口封シテハ殆ソド介意スル必要ナキコトヲ確カメ得タレドモ，實耳鳴施国労ツテハ可及的誤謬ナキヲ牛田

ソガタん特殊ノ場合ヲ除クノ雪下野望総テ午後5時ヨリ8時マデノ間馬之ヲ行ヒ，食餌バー一A定ニスルハ

勿論毎日必ズ午前9時前後二撰與スルコト・シ，午前11時＝至レバ喰ぺ残シタルモノハ総テ之ヲ飼養箱ヨ
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リ取り出シ，以テ實験ノ結果二藍ボスコトアルペキ是等ノ影響ヲシテ可及的勘ナカラシムルコトニ努メタ

ルハ既二述ペタルが如シ．（第1，2，3，4表）

          第1表 健康家兎1日申＝於ケル白血球遊走

            速度ノi攣化 家兎6白色K・G・28009

實 験 日 時
白血球遊走速度（分一ミクロン）

適状盤・綱淋巴球輝核球

3／［X

rt

rt

rt

41工X

rr

    1

午後・副2鵬

午前6時

  12時

午後6時

  10時

午前σ・時l
    f

23．05

22．87

22．97

22．86

21．49

13．73

1394

13．58

13．18

14．04

13．12

1．87

1．32

201

1．22

1．03

1，43

O．41

0．52

0．35

0．51

0．49

0．32

（備考）脂性「エ」細胞ハ假性エオジン嗜好細胞ノ略，「盤」

   細胞ハ盤基嗜好性細胞ノ略，

家兎 ♂ 白色 1（．G．25709

實 験 日 時

25／VIII

 rr

 rt

30／vエ1I

 rr

 t！

午前6時

  12時

午後6時

午前6時

  12時

午後9時

白血球遊走速度（分一ミクロン）

騨「報臨綱淋巴球「輝嚇

22．72

22．25

22．61

21．02

20．87

21．19

13，64

13．08

13．43

12．15

12．07

12．27

O．99

1．39

1．46

1．20

1．01

0．89

O．48

0．43

0．57

0．38

0．41

0．35

第2表 健康家兎1日中＝於ケル白血球貧喰能ノ攣化

      家兎 ♂ 白色 K・G．28009

假性・一・細胞 1大職細胞
實験 日 時 墨 粒 貧 喰 貧喰

z性
J

孕均

n二
x

観察

ﾗ胞 十 陶

貧喰度 観察数

町民＋岡一
3／IX 午前6時

@ 12時

ﾟ後6時

@ 10時

ﾟ雨6時

ﾟ後4時

53636

4い8  16

@ 16

@ 14

@ 16

@ 13

43

S2

S8

S3

S3

S1

31

R4

R0

R3

R5

R5

43443151

96％

X7％

X6％

X6％

X7％

X5％

L87

P．86

Pβ5

P．85

P．81

PBO

100

P00

P00

P00

P00

P00

70

U5

V0

U5

U0

U5

30

R5

R0

R5

S0

R5

0．70

O65

ｿ70

ｿ65

ｿ60

ｿ65

10

Q0

Q0

Q0

P0

Q0
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家兎 ♂ 自色K・G・25709

假  性「エJ細  胞 ‘大軍核細胞

實 験 日 時 墨 粒 貧 喰

州州＋1士F一

貧喰 牢均
陽性 貧喰
率  度

観察      貧  襯
細胞 十 一  喰  画
数       度  数

25／v肛1 午前6時 5 18134 28 5 95％ L70 100 55 45 〇五5 20

〃 12時 7 10 34 42 7 93％ 1．68 100 60 40 0．60 20

〃 午後6時 5 16
@；

・28 47 4 96％ 1．71 100 50 50 α50 20

30／VK【 午前6時 4 14127 48 7 93％ 1．58 1GO 65 35 0石5 20

〃 12時 3

、21釦 1

44 11 89％ 1．52 100 60 40 0．60 10

〃 午後9時 4 10132 44 10 90％ 1．54 100 60 40 0．60 20

第3表三食ノ前後＝於ケル貧玉藻及ビ遊走速度ノ攣化

       家兎 ♂ 白色K．G．2800g

「1   假牲「エ」細胞貧異能  遊走速度i分一ミクロン）｝一．＿． r  ＿ 一．                ＿

實験日及ビ経過 墨…粒：貧 喰 1食喰 李均

n喰
x

観察敏 假性「工」

ﾗ胞

「盛」

ﾗ胞仏国＋同一
陽性

ｦ
5／IX 食  前

P時間後

R時間後

H  前

Q時間後

S時間後

5969107 117

Q1

P5

P4

P7

P3

42

Q8

S3

R7

Q8

S2

33

R5

R2

R6

S0

R4

374454

97％

X3％

X6％

X6％

X5％

X6％

1．88

k90

k87

P．88

P．87

P．85

100

P00

P00

P00

P00

P00

20．13

P9．58

P9．81

P9．50

P9．70

Q0．03

 13。14

P229

P2．87

P4．02

P3．79

I1a42

第4表撮食ノ前後二於ケル貧喰能及ビ遊走速度ノ攣化

       家兎 6 自色 K．G．2570g

綴性「エ」細胞ノ貧坐禅 遊走速度
i分一ミクロン）

實験日及ピ経過 墨 粒 貧 喰 貧喰

z性
ｦ

李均
n丁
x

観察数 假性「エ」

ﾗ胞

「盛」

ﾗ胞柵囲＋［士1一

6／正X 食  前

P．5時間後

R時間後

S  前

Q時間後

76566 皿［34

P0 40

P2

P4
P  1

P81

  40

@i30 卜43 29

R9．34

R釧27 1

9141274

91％

W6％

W8％

X3％

X6％

L66
吹E・L64iloo1釧100L78｝・G。1．75 100

21．28

Q1．70

Q1．04

Q2．51

Q2．05

12．01

P1．86

P128

P3．21

P3．57

 健康家兎二在リテモ其ノ白血球ノ丁丁二丁ピ遊走速度ハ測定ノ條件ヲ可及的一一・定ナラシムルト錐モ，動

物ノ個髄ニヨリ温度ニヨリ叉日田ヨリテ其ノ成績一季ナリノ守門ヲ現ハスモノニシテ，此ノ事實ハ上掲ノ

表＝於テモ亦之ヲ窺知シ得ペシ。而シテ之レ元ヨリ其ノ生理的動揺若シクハTageschwankungト見倣スベ

キモノナルハ言ヲ倹タザル断ナリト雄モ，而カモ實験ノ實施二當リ豫メ知悉スルヲ要スル黙ナルペシ，

                    ［ 114 ］
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        第4章實験的皮膚炎ヲ起サシメタル場合二

             於ケル自血球ノ機能的白化

           第1項50％「ク・トン油ヲ塗布セル場合

 健康家兎3頭ヲ選ビ，50％「クロトン油ヲ其ノ内2頭ノ右ノ耳殻内面ノ大爪囲二塗布シ，

他ノ1頭二樹シテ三巴：部＝於テ之レト比々同大ノ皮膚面二塗布シテ各其ノ部位＝炎衝ヲ惹起

セシメ，其ノ臨床的症状ノ観察ヲ怠ラズ，且ツ血液像ノ攣化就中白血球ノ核移動歌態ヲモ常

＝考慮二加ヘツ・，炎衝ノ経過中押要二慮ジテ毎日叉ハ隔日，又時トシテ一翼時間ノ間隔ヲ

置キテ白血球ノ貧喰能勢ビニ遊走速度＝現ハル・攣化ヲ観察シテ麹ノ諸表二示スガ如キ成績

ヲ得タリ．（第5，6，7表）

第5表 50％「クロトン油僻耳二塗：布

 第3號家兎 白色 6 K・G・28509

實験月日

l    l 白血球遊走速度（分一ミクロン）経  過1

聴講・齢胞F淋巴球一丁

7／X

W／〃

X〃

P0／〃

P2／〃

P5／〃

P7／〃

塗布前2α721・238iL22
P日後；・a29，92・1α832 日 後：14．02 i 9．73   090    1         13日後［・ε38i・α40｛LO35日後ll乳85■α93i1価    1    18同御1948i1L58｝L15・0日後2α64・a271エ09

0．48

O．25

ｿ32

O．39

O．41

O．50

ｿ41

實験月日’経  過

7／ X

8／ rt

9／ f，

10／ tt

12／ tt

15／ rS

17／ rr

塗布前

1日後
2 目後

3日後

5日後

8日後
10日後

假性「エ」細胞ノ貧居能

墨粒貧喰
柵囲＋1±・一

5116

一一 P3

’is
21ユ0

3114

2117
 1

4118

42

40

42

40

43

44

43

34

37

35

31

34

0p

43

3

20

15

13

9

3

4

貧喰
陽性

g7a／0

800／e

850／0

87％

910／o

g7e／o

g6e／．

李均
貧喰
度

1，86

1．28

1．41

1．53

1．71

1．81

1．87

観
察
激

100

100

100

100

100

100

100

大軍核細胞

十

75

65

70

00

7e

75

70

25

35

30

40

30

25

30

食
喰
度

観
察
数

O．75 ’ 2e

O．65 1 20

e．70 bo

 O，60

gl；a，

1616

20

00

20

10

t 115 ）
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as ．6表50％「ク・トン柱廊耳当塗布（時間的二観察）

    第2號家兎 白色 ♂ K．G．2900g

野性「エ」細胞貧引目 遊走逮度
i分一ミクロン）

實験日 縫  過 丁丁下下 貧喰

z性
ｦ

李耳

H喰
x

観察数 脂性「工」

ﾗ胞・

「盤」

ﾗ胞十寸1＋国一
6／X 塗布前 ●

S時間後

P2時間後

Q4時間後

R6時間後

S8時間後F

22

P9

P5

R27

28

Q8

R2

S0

R8

S4

34

R4

S0

R7

R4

R7 「

92％

W9％

W8％

W0％

V4％

W8％  ！

1．88 100

P．79 100

k53 100

P28 奄P00

P22110〕
@ E
P緬｝100

21．32

Q0．05

P6．52

P3．38

P4．48

P5．31

14．21

P3．50

PL27

X48

浮V7

P0．04

第7表50％「クロトン油背部二塗布

 第1號家兎 白色 ＄ K．G・30509

白血球遊走速度（分一ミ クロン）

實験月日 経  過
ﾃ、論・齢胞 淋巴球 輝核球

11／IX 塗布前 20．52 13．02 0．96 0．39

12／〃 1日後 1438 9．87 0．54 0．21

13／〃 2日後 14．97 10．11 α61 0．31

15／〃 4日後 15．78 11．59 0．59 036

17／〃 6日時 17．62 12．02 0．72 0．41

19／〃 8日後 19．17 12．48 0．87 0．38

21／〃 10日後 20．48 12．96   ｝ 1．06 α40

假  性 「エ」 細  胞      大軍核細胞1
験月日 経  過 千丁丁丁

  「
H喰1李下

観察敷

＋L
貧十度 観察数

圃什1＋1±1一
陽性

ｦ
貧喰

x
11／〔X

P2／〃

P3／〃

P5／〃

P7／〃

P9／〃

Q1／〃

塗布前

P目後

Q日後

S日後

U日後

W日後

P0日後

13

U71115

  33

@ 32

@ 43

@ 42

P0140
@｝13！44

@ 40 i

4512

S7

R6

R2

R51

R1

R6

115

P4

P5

P1

@9

@5

98％

W5％

W6％

W5％

W9％

X1％

X5％

1．78

P．29

P．43

P．47

P．61

P．70

P．77

100

P00

P00

P00

P00

P00

P00

70

U0

U5

U0

V5

V0

V0

30

S0

R5

S0

Q5

R0

R0 1

0．70

O．60

O石5

O．60

O．75

ｿ70

O．70

20

P0

Q0

Q0

Q0

P0

Q0

［ 116 1
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 家兎二50％「クロトン油ヲ塗布シテ後4－5時間ヲ経過スル仁和既＝早クモ局所二潮紅ノ

繊現スルヲ認ムルモノニシテ，翻二階ノ報告セルが如キ血液像ノ攣化，帥チ白血球増多，就

申假性エオジン嗜好細胞ノ敷量的増加及ビ其ノ核ノ左方移動等ノ現象ハ此ノ時期＝於テモ既

二輕微ナガラモ明ラカニ現ハレ，而カモ斯ル獣化ハ共ノ後臨床的症歌ト相件ヒテ時ト共二漸

次顯著トナリ，多クハ塗布後1－L5日ニシテ共ノ極二食スベク，爾後叉日ト共二徐々＝回

復ノ途ヲ辿りテ凡ソ7日乃至10日籐ニシテ，其ノ臨床的症欣ノ治癒ト共＝血液像ノ憂化モ亦

全ク奮態二復：スルコトハ三二前編二二テ詳述セル所ナリ．而シテ今之レヲ白血球ノ貧喰能及

ビ遊走速度＝就テ観察スル＝，是等ノ攣動モ亦上述ノ経過ト略々三一致セルコトヲ知ルヲ得

ベシ．EPチ第6表二見ルが如ク「クロトン油塗布後約4時闇ヲ経過スル時ハ既二僅カナガラ

モ貧喰能ハ明ラカニ低下シ，且ツ遊走速度モ亦梢々減弱ノ徴ヲ示シ，同時＝臨床上ニハ局所

二四度ノ潮紅ヲ認ム．而シテ更＝約12時間ヲ経過スル時ハ斯ル傾向ハ愈々著明＝シテ，墨粒ヲ

全ク貧喰セザル細胞ノ数ヲ増シ（陽性貧喰率ノ低下），且ツ貧喰セルモノニ在リテモー般二其

ノ程度低シ（挙均貧喰度ノ低下）．斯クシテ炎衝ノ最：高潮二丁スルハ多ク・ハ塗布後24時間以上

ヲ経タル際ニシテ，潮紅ハ愈々張ク，加フルニ腫脹シテ，家兎ハ腫脹セル耳ノ重サニ耐工象

ネテ之レヲ下＝垂ル・＝至り，更二屡々水萢ノ三生ヲモ認メ得ペク，此ノ時期ハ叉同時二貧

喰能ノ最：モ低下シ，遊走速度モ叉最モ減弱セル期ト概ネー致スルヲ常トス．更二進ンデ塗布

後3日目＝至レバ是等ノ諸攣化ハ多クハ何レモ回復ノ徴ヲ示スモノニシテ，今之レヲ臨床的

二見ルニ潮紅，腫脹ハ共＝徐々二緩解シ，三二ハ破レテ痂皮ヲ生ジ，次ヂ之レが鱗屑二攣

ジ，更二落屑行ハtZテ治癒二至ルモノニシテ，斯クノ如キ過程ハ又多クハ血液＝現ハル・諸

攣化ト並行シテ漸次日ト共二奮態二復ス．從ツテ是等ノ事象ト其ノ血液像ノ攣化，就中白血

球ノ核移動トヲ封比考按スル時ハ臨床的症歌一白血球ノ核移動一白血球ノ機能ノ三者ノ

間＝ハ相互二密接ナル關係ノ存在スルモノニシテ，是等ノ言動ハ概ネ相關連セル事實ヲ肯定

スルヲ得ベシ．而シテ斯ル事實二立脚スル時ハ，三三的皮膚炎二際シテ現ハル・白血球核ノ

左方移動ハ，其ノ機能上ヨリ見ルモ明ラカニ所謂退行性左方移動ニシテ，而カモ其ノ脚長2》

大門二丁テ局所症欣ノ経過ト其ノ軌ヲー一一＝スルコトヲ知ルベシ．

          第2項10％「クロトン油ヲ塗布セル場合

 中等大ノ健康家兎2頭ヲ選ビ，内1頭ノ右下殼内面ノ大門部二，他ノ1頭＝ハ背部二於テ

之レト門々同大ノ皮膚面＝・10％ノ「クロトン油ヲ塗布シ，斯クシテ三生セル炎衝が前項ノ實

           第8表10％「クロトン油右耳二塗布
             第4號家兎 白色 ♂ K．G．27509

實験月日 経  過
白血球遊走速度（分一ミクロン）

堤．儲・臨細淋巴球輝核球

11／XI

P2／〃

P3／〃

P4／〃

塗布前

P日後

Q日後

R日後

19．87

P5．02

P7．28

G9．69

13．27

P0．06

P2．81

P3．40

  1P．02

ｿ91

P．14

P．07

0．39

O．27

O．41

O．38

［ 117 ］
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假  性「エ」

實験月日縄  過

細  胞

貧  平均 観

大軍核細胞

二品貧喰 貧  観

一   一口一  一 一   一

B州＋i土卜
喰率 食下

x
察厳 十 一

喰度 察敷

   一  ㎜   ．        一

11／x1 塗布前 9126 25 31 9 91％ 1．95 100 65 35 0．65 20

12／〃 1日後
 1U122 28 28 15 85％ 1．74 100 60 40 0．60 20

13／〃 2日後
 1W118 82 36 6 94％ 1．86 100 70 30 0．70 10

14／〃 3日後
1。12。

31 32 71 93％ 1．94 100 70 ｝30 0．70 20

第9表 10％「クロトン油背部二塗布

  第6號家兎 白色 ♀ 2800g

實二目憾過 白血球遊走速度（分一ミクロン）

骸細評画細淋巴球i出品

6／x［ 塗布前 2⑪．21 14．12 1．22 0．48

7／〃 1 日後 17．78 10．63 α97 0．31

8／〃 2 日後 1821 12．91 1．03 0．38

9／〃 13 日後 20．10 13．89  i 1．13 0．42

假 性 「工」 細 胞
サ

大軍核細胞

實三月日経 過

一 ＿＿

二二三二
＿＿＿一＿1

1貧喰
貧喰 観察

十 一

貧喰 腰

桝囲Tl±H 率 度 藪 度 轍

6／刈塗布前
8122 

27 35 8 92％ 1．87 100 60 40 0．60 10

 1V／〃 i1 日後
51181

35 28 4 96％ L72 100 60 40 0．60 10

8／”  1 2 日後 10 12 28 46 4 96％ 1．78 100 55 45 0．55 20

  1
X／〃 13 日後 10 36 37 4 96％ 1．88 100 65 35 0．65 20

験ト比較シテ如何ナル程度二白血球ノ機能二封シテ影響スルカヲ観察セリ．（第8，9表）

 耳殻タルト背部タルトヲ問ハズ，稀薄ナル10％「クロトン油ヲ塗布スル時ハ之tZ・s依ツテ

惹起スベキ炎衝症歌ノ著シク輕微ナルベキハ言ヲ倹タズ，タN“塗布セル部位ハー般二潮紅ヲ

呈シ且ツ輕キ腫脹ヲ現ハスモ，是等ノ症欣ハ50％ノモノヲ塗布セル場合二戸スレバ其ノ程度

著シク輕徴ニシテ，家兎ハ耳ヲ下垂スルX至ラズ，況ンや水門ノ如キハ全ク之レヲ認メズ。

而シテ斯ル炎衝症状モ叉塗布後1日籐ニシテ最高潮二達スルヲ常トシ，共ノ後2乃至4日ヲ

経テ共ノ稜赤腫脹ハ共＝全ク恢復ス．而カモ之レヲ其ノ血液像，特二白血球ノ核移動二就テ

観察スル＝，六呂現ハル・攣化モ亦50％ノモノヲ塗布セル場合＝比スレバ著シク輕微：ニシ

テ，且ツ其ノ漕長ハ臨床的症駿ノ言過ト概ネ相一・致セルノミナラズ．Pt ＝進ンデ之レヲ白血

球ノ貧喰能及ビ遊走速度二六テ槍討スルモ是等機能ノ低下乃至減弱，及ビ其ノ恢復モ叉爾他

ノ諸攣化ト概ネー致セル成績ヲ示シタリ（第8表及ビ第9表）．殊二是等機能ノ門門ノ程度及

ビ其ノ溝長ハ之レヲ白血球核移動ト封比スルニ，是等爾者モ亦互二相並行セルコトヲ認メ得

                  ・［ 118 ）
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ベク，換言スレバ此ノ場合二在リテモ亦核ハ所謂退行性左方移動ヲ起セルモノXシテ，而カ

モ其ノ程度及ビ之レが恢復昌要スル期間ハ炎衝症欣ノ輕微ナルト相呼慮シ，其ノ程度ハ著シ

クas度 ＝シテ且ツ其ノ恢復モ亦著シク速シ．

          第3項 廣キ面積二炎衝ヲ惹起セシメタル場合

 由來疾病ノ輕重：ハ必ズシモ局所二丁ケル神門ノ彊弱ノ程度ノミヲ以テ之レヲ論ズペキモノ

ニアラズ，罹患セル病竈ノ面積モ亦重要ナル役割ヲ演ズルモノニシテ，恰カモ火傷二於テ局

所ノ病攣ノ程度ノミナラズ其ノ面積ノ廣独如何が病症ノ輕重，延イテハ其ノ豫後ノ判断ヲ左

右スル上＝於テ極メテ重要ナル因子タルが如シ．而シテ余ハ既二一2項ノ實wa ＝於テ，局所

＝於ケル丁丁ノ程度ハ丁々忠實二コ口血液像，Mi ＝白血球ノ核移動並ビニ其ノ機能ノ攣動ノ

上＝現ハレ，加フルニ是等ノ諸二化が芸態二丁スル；至ル過程二一テモ叉概ネ夫レト相比例

スルノ事：實ヲ認メ得タリ．

 斯クテ余ハ蝕二於テ，炎衝ヲ起シタノL皮膚ノ面積ノ廣狭が血液二及ボスペキ影響二就テ槍

索セントスル實験ヲ企テ，二二耳殻内面ノ大孚，1側耳殼及ビ背部＝於テ略々之レト同大ノ

部位，爾側耳殻及ビ背部二於テモ耳殻2倍大ノ部位等種ftノ廣サ＝「クロトン油ノ50％叉ハ

10％ノモノヲ塗布シ，之tZ・＝依ツテ更＝廣キ面積二實験三二炎衝ヲ護生セシメ，白血球ノ機

能＝封シテ如何ナル影響ヲ及ボスカヲ観察セント試ミタリ．而シテ庇ノ際注意スベキハ家兎

が塗布シタル「クロトン油ヲ異才，タメニ下痢ヲ起スコト屡々アルガ奉灯，之レが延イテ馬

齢ノ血液ニモ何等カノ攣化ヲ及ボスコトアルペキヲ考慮シテ，「クロトン油塗布部位ハ何レモ

家兎ノロノ及ビ得ザル領域ノミヲ選ビタル一町ヘテ言ヲ侯タズ．斯クシテ得タル成績ノー一ZZ

ヲ：妓二表示スレバ次ノ如シ．（第；to，11，12，13，14表）

第10表 50％「クロトン油ヲ虚心二塗布

  第7號家兎白色6K・G．27509

假性「エ」細胞食喰能  遊走速度P（分一ミクロン）

一三日 経  過 墨晶出喰 貧喰

z性
ｦ

心霊

l隣
x

 一     一 一

P 観

@察
@激

二二「エ」細胞 「盤」

ﾗ胞柵囲＋1士卜
30／x【

P／x【【

Q／〃

R／〃

S／〃

U／〃

W／〃

P0／〃

P2／〃

l／〃

塗布前

P日後

Q日後

R日後

S日後
U 目後

W日後

P0日後

P2日後

P4日後

10

鼈黷Q345689

18130

P0 32

S 32

P3 25

P1 32

P4 25

P1 32

P1 39

@1P2i35 ｝17128 「

29

S0

S3

S4

S0

T0

S7

S0

S2

S1

100

P00

P00

P00

P00

P00

P00

P00

P00

P00

20．09

P3．87

P4．21

P6．43

P7．18

P9．02

P＆31

P9．27

Q1．01

Q0．21

1 119 ］
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第11表 50％「クロトン油ヲ右下及ビ背部二塗布

   第8朧家兎 自色 ♀ K：．G．31509

1 假性「エ」細胞ノ負喰能  遊走P（分一ミ 乳摩）

實験日 経  過 墨粒貧喰 貧喰 牛均 襯 假性 「盤」

陽性 貧喰 察 「工」

冊囲＋国一 牽 度 数 細胞 細胞

3／XII 塗布前 8 15 37 27 1 3
97％ 1．78 1⑪0 2LO9 14．02

4／〃 1日後 一
3 28 45 24 76％ 1．11 100 12．82 侃2

5／〃 2目後 一
5 34 40 21 79％ 123 100 13．57 8．31

6／〃 3日後
1 7 35 43 14 86％ 1．38 100 15．39 10．17

7／〃 4日後 2 10 32 45 11 89％ L47 100 18．1γ 9．38

9／〃 6目後 4 10 83 44 9 91％ 1．56 100 17．05 10．58

11！〃 8日後 5 15 23 50 7 93％ 1．61 100 19．11 11．27

13／〃 10日後 4 15 33 44 4 96％ 1」71 100 20．32 12．08

15／〃 12日後 9 12 27 47 4 96％ 1．74 100 21．36 1392

17／〃 14日後 7 13 35 43 2！98％ 1．80 100 21．28 13．41

第12表 50％「クロトン油肺門及ビ背部二塗布

  第9號家兎 白色 6 1（・G．26509

1 假性「エ」細胞貧喰能  こ 走速度T（分一ミクロン）

三田月日 経  過 墨粒：食喰  1焔?李均 観 假性 「盤」

陽性 下鮎 察 「工」

二目＋1±卜 率 度 激 細胞 細胞

16／1 塗布前 11 14 36 35 4 96％ 1．93 100 20．12 12．01

17／〃 1日後 一
1 30 46 23 77％ 1．09 100 ILO8 a87

18／〃 2日後 一
3 31 46 20 80％ 1．17 100 1α79 9．32

19／〃 3日後
1 5 31 50 13 87％ 1．31 100 14．37 10．73

21／〃 5日後 2 6 32 49 11 89％ 1．39 100 16．71 6．80

23／〃 7日後
1 7 41 39 12 88％ 1．46 100 17．26 10．23

25／〃 9日後 2 11 33 43 11 89％ 1．50 100 18．13 10．56

27／〃 11目後 4 18 22 50 6 94％ 1．64 100 19．71 U．71

29／〃 13日後 10 15 30 41 3 97％ 1．86 100 19．80 12．19

31／〃 15目後 10 15 35 36 4 96％レ1・92 100 21．10 12．21

，［ 120 ］
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第13表 10％「クロトン油牛耳二塗布

 第10號家兎 白色 6 ：K・G．25509

假性「エ」細胞：貧喰能 遊走速度
（分一ミクロの．

實験月日 経  過 墨粒貧喰 貧喰

z性
ｦ

李均

n寒
x

観察激 ?ｫ「エ」細胞 「堅」

ﾗ胞柵囲＋国一
20／xII

Q1／〃

Q2／〃

Q3／〃

Q4／〃

塗布前

P日後

Q目後
R日倒5   14日後15

945 20

P8

P9

P6

P8

30

R5

R2

S2

S4

34

Q5

R6

R3

R0

69843

97％

X1％

X2％

X6％

X7％

1911100 iL64 100

P：llほ1： ［1刎・00

20．27

P5．71

P7．87

P9．80

Q0．97

13．01

P0．04

P2．11

P1．85

P3．12

kfi 1 4表 1096「クロトシ油爾耳及ビ背部二塗布

   第11號家兎 白色 6 ：K．G・29509

假性「エ」細胞負

三三月日 経  過 墨粒貧喰 貧喰
1

陽性

1

1柵1甘＋国一摩
18／XIエ 塗布訓 6 151・・13513 ig7％

19／〃   ：
P日後1一

8451381g  I  I

91％

20／〃 2日後1 4
1412746i9 1

91％
l I

21／〃 3日後 6 15 27142110 1     1

1   1

22／〃 4日後． 9 12i3114引4 96％
1

23／〃 16日後1
16［443213 1     」

97％

李均
貧喰
度

1．86

1．52

1．58

1．65

1．78

1，87

 血

痂
 100

 100

 100

1 100

 100

100

1遊走速度一（分一ミクロン）．

假性
「工」

細胞

19．77

14．71

16．13

17．28

19．01

19．81

「盤」

細胞

13．12

9．01

9．78

10．38

12．17

13．05

 抑モ家兎二封シテ同濃度ノ「クロトン油ヲ可及的同様二日越シテ，帥チ換言スレバ全ク同

一程度ノ刺戟ヲ加フル場合＝在りテモ，之レ＝依ツテ惹起スル二二ハ塗布部位，雌雄ノ別，

季節，飼養スル食餌，各個鐙ノ感受性等種々ノ條船唄ョリテ其ノ症状，延イテハ血液＝現ハ

ル・攣化モ叉種々雑多＝シテ，一言以テ之レヲ掩フコトハ素ヨリ不可能ナリト難モ，余ノ得

タル上摘ノ成績二就テ楡討スル＝，要スル＝ 一一般二局所二巴ケル田子症状ノ激シキモノハ其

ノ然うザルモノヨリモ，四病竈ノ面積ノ廣キモノハ狭キモノヨリモ，血液二現ハル・影響ハ

ー般二一著ニシテ，且ツ之レが恢復二十スル時日モ亦随ツテ長シ．EPチ之レヲ半揚ノ表ニヨリ

白血球ノ機能二就テ見ルニ，「クロトン油ヲ1側ノ耳殼二塗布セル場合二丁スレバ，更二廣ク

爾側耳殻二塗布セル場合二於テ機能減退ノ程度一一一・ ma著シキヲ見ルヲ得ベク（第10表，第11表，

第13表），同一廣ク卵白耳殻及ビ背部二塗布シテ，可ナリ廣キ面積二炎衝ヲ起サシメタル場合

二於テハ其ノ程度ハ更二顯著ナルノミナラズ，是等ノ復蕾スル＝要スル時日モ叉随ツテ長ク

（第12表，第14表），樹ホ叉塗布スル「クロトン油ノ濃度ノ大ナル肝炎衝症駅ハ著シク，加フ

ル＝血液二封シテ及ボス影響モ叉顯著ナルコト細雨口述ペタルが如シ．（第1項及ビ第2項）・

                  ［ 121 ］
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而カモ以上述ペタルが如キ事實ハ，白血球ノ核移動＝於テモ亦全然同様ノ關係ノ存在スルコ

トハ饗二野ノ報告セル所ニシテ，之レヲ要スル昌叙上ノ諸實験ノ結果ヨリ見ル時ハ，局所二

於ケル炎衝症状ノ雨降及ビ其ノ病竈面積ノ三脚ハ，直チ＝白血球ノ機能減退ノ程度及ビ核左

方移動ノ程度＝輝々忠實二黒ハル・モノ＝シテ，此ノ見地ヨリ見ル時ハAm（油氏が核移動

ノ程度ハ疾病ノ輕重トー致スルモノニシテ，以テ該疾病ノ借財ヲトスルー一指針タルヲ得ペシ

ト述べタルヲ肯定スルモノノ如シ．

          第4項「クロトン油ヲ反覆シテ塗布スル場合

 動物二野シテ経口的＝，叉ハ非経口的＝，或種ノ干物ノー定量ヲ反覆シテ邊入スル時ハ，

逡入ノ回数ヲ重ネルニ連レテ漸次其ノ干物昌劃’スル感受性ヲ減ズル＝至り，途ニハ生命二二

瞼ヲ招來スルが如キ大量：ヲー時二肝入スル場合二於テサエモ，之レニ劃シテ著シキ反慮ヲ呈

セザルー種ノ不感欣態二到達スルノ事實ハ三二熟知セラレタル所ナリ・或ハ叉細菌若シクハ

其ノ毒素ヲ動物二封シテー定條件ノ下二反覆シテ注射スル時ハ，動物ハ是等二封シテ特殊ノ

抵抗力帥チ免i疫性ヲ得ルニ至リ，而カモ之レヲー定期間保有スルコトハPasteur氏等＝ヨIJ．

テ閲明セラレ，冤丁丁ノ護達ヲ促ガシタル所以ナリ．

 而シテ之レニ類スル現象ハ余ノ實験的皮膚炎＝於テモ叉観察シ得ル所ニシテ，帥チ家兎二

封シテ「クロトン油ノ塗布ヲ反覆シテ行フ時ハ，該家兎ハ漸次之レニ封スル感受性ノ減退ヲ

招來シ，從ツテ「クロトン油ノ塗布二依ツテ護生スル炎：衝症状モ，初メハ或ル程度ニマヂ達

スルモ，爾後回ヲ重ヌルト共二丁ノ症嵌ハ漸次輕微トナリ，途ニハ臨床上殆ンド炎衝症状ヲ

認メ得ザル歌態ニマヂ達スルモノ＝シテ，一方血液像ノ攣化，就申白血球ノ核移動＝於テモ

亦略々之レト同様ノ現象ヲ呈スルコトヲ二四得ベク，這般ノ浩息二三キテハ轡二詳細二報告

セル所ナリ．而シテ更二進ンデ白血球ノ機能上ノ見地ヨリ之レが観察ヲ試ムル場合＝於テモ

又，同様ノ事象ノ存在スル丁丁ヲ認ムベキコトハ蓋シ想像二三カラズ．

         （イ）毎日反覆シテ「クロトン油ヲ塗布スル場合

 蓋シ毎日反覆シテ「ク・トン油ヲ塗布スル時ハ，初メ数日間ハ其ノ症欣ハ日1日ト増悪ス

ルモノニシテ，此ノ際最初ヨリ高濃度ノ「クロトン油ヲ塗布スル時ハ忽チニシテ壊疸ノ如キ

重篤ナル結果ヲ齎ラシ，余ノ本來ノ意圖タル炎衝トハ著シク隔りタル事象ヲ招來スペキが故

＝，本實験ユ封シテハ嚢ノ報告二階ヒ主トシテ10丁目モノヲ使用スルコト・v’，且ツ「クロ

・Fン油ハ毎日槍血後＝可及的同様二塗布スルヲ常トセリ．曳第15，16表）

 10％「クロトン油ヲ1回塗布シテ翌日二至レバ，局所二輕度ノ潮紅ト腫脹ヲ呈スル程度ノ

ミナレド毛，更二塗布回数ヲ重ネルニ俘ヒ，其ノ炎衝症状ハ回1回ト増悪シ，多クハ5日乃至

7日ニシテ最高潮二達ス，而カモ斯クノ如キ操作ヲ更口糧綾スルニモ拘ラズ，其ノ症状ハ必

〆シモ之レニ伴ヒテ増悪セザルノミナラズ，却ツテ間モ無ク極圏テ徐々ナガラモ恢復ノ徴ヲ

現ハシ，塗布回藪十迂回＝及ブ時ハ局所ノ護赤，腫脹，水母等ハ漸次減退耳聞浩失シ始ムベ

ク，，20回以上＝及ブ時ハ「クロトン油ヲ毎日塗布スルニモ拘ラズ，之レニ封シテ殆ンド鳶凧セ

ザル不感歌態二到達スル事實ヲ認メ得ルモノニシテ，・一・ fi之レヲ血液像ノ攣化，特＝白血球
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第15表10％「ク・トン油ヲ右耳二毎日塗布

   第12魏家兎 自色 ♂ K．G．30509

假挫「エ」細胞：貧喰能 遊走速度
i分一ミクロン）

實験二目 塗布回数 墨粒貧喰
｛負喰

z性
李均

n喰
観 假性「エ」 「盛」

国記田土 隔
率 度

暦数

細胞 細胞

3／11 塗布前 10 14 27 471i 2 98％ 1．83 目。o 21．51 13．42

4／〃 1  回 5 10 29 50 6 94％ 1．58
セi100

18．39 ユ1．41

5／〃 2  回 2 3 30 51 9 91％ 1，431
1】GO

16．22 10．58

6／〃 3  回 一 3 42 36 19 81％ 11・27
1100

13．21 9．12

7／〃 5  回 一 一
37 35 23 72％ 11．08

i 100
11．37 8．16

9／〃 7  回 騨 一
32 55113 87％ ！1．19 1100 13．61 10．04

11／〃 9  回 2 5 40 35
118

82％
1 1．38

17．32 9．72

14／〃 12 回 6 10 24 48 12 88％
  11．50

 100 19．23 1L53

17／〃 15 回 8 11 37 39 5 95％ 1．78 1100 21．30 13．08

20／〃 18  回 5 15 42135 3 97％1 1．84

li100
21．07 13．20

第16表 10％「クロトン油ヲ右耳及ビ背部二毎日一塗布

第13氏家兎 自色 ♂ ：K．G．29009

假性「エ」細胞丁丁能 遊走速度
i分一ミクロン〕

實験月日 塗布回数 墨粒寅喰 貧喰

z性
ｦ

傲1生「工」

ﾗ胞

「甕」

ﾗ胞柵下＋1±ト

李均  観

�?二
x 1数

10／11

P1／〃

P2／〃

P3／〃

P5／〃

P7ノ〃

P9／〃

Q2／〃

Q4／〃

Q8／〃

S／1皿

塗布前

P  回

Q  回

R  回

T  回

V  回

X  回

P2 回

P4 回

P8 回

P22 回

一874

5117i42129 7

Q13140．34ill@l i l1112128145 14

@ 1 1 1－ll器：：24i2515・…P

O！iiiiliil   旨1：置劉：劉：

93％

W9％

W6％

V8％

V0％

W1％

W5％

X1％

X4％

X1％

X5％

1．84

P．61

P．40

P．20

P．08

P．20

P．31

P．48

P．78

P．81

P．86

100

P00

P00

P00

P00

P00

P00

P00

P00

P00

P00

22．38

Q0．07

P7．27

P3．01

P0．65

P0．27

P4．86

P8．38

P7．37

Q0．50

Q2．10

14．04

P0．36

P1．20

X．O1

W．78

P0．31

X．70

P2．15

P3．32

P4．09

P3．78

ノ核移動二三テ槍討スルモ叉上述ノ臨床的高歌ト高島蓮セル維過ヲ辿ルコト ・・ eeシテハ脅＝

既二余ノ報告セル所ナリ．而シテ更二叉白血球ノ機能上ノ見地ヨリ之レヲ観察スル場合＝於

テモ，上掲ノ表＝見ルが如ク（第15表，第16表），又戸々相一致スル成績ヲ示スモノ＝シテ，

帥チ之レヲ要スルニ「クロトン油（1Q％）ヲ毎日反覆シテ塗布スル時ハ，白血球ハ初メ退行性
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左方移動ヲナスモ，更二十綾シテ塗布ヲ反覆スル時一丁カル現象ハ或ル限凄以上ニハ進行セ

ズシテ，却ツテ徐々ナガラモ進行性右方移動昌韓ジ，漸次日ト共二奮二一スルノ事實ヲ認ム

ルヲ得ベシ．

    （口）臨床的症手並ビニ白血球ノ機能恢復、ヲ侯チテ「クロトン油ノ塗布ヲ

       反覆スル場合

 Somucl氏（1892）・・「ク・トン油皮膚炎ノ治癒ヲ侯チテハ反復シテ其ノ局所＝「クロトン油

ヲ塗布スル時ハ，著シク炎二才歌ノ減上セルコトヲ観察シテー種ノ冤疫現象ヲ想到シ，余ハ

・又斯クノ如キ現象が其ノ血液像二十テモ観察シ得ルノミナラズ，更二白血球ノ核移動二於テ

モ亦認メ得ルコトハ婁二報告セルガ，最近中村氏モ叉同様ノ事實ヲ其ノ血液像ノ上二於テ観

察シ得タルコトヲ記載セリ．而シテ更二余ハ白血球ノ機能ノ上二重テモ叉同様ノ現象ヲ認メ

得ベキコトヲ豫想シ，eg 1項及ビ第2項等二三ペタル實験ヲ更二丁績シ，其ノ臨床的症状及

ビ白血球ノ機能ノ恢復ヲ侯チテハ同一部位二同濃度ノ「クロトン油ノ塗布ヲ反覆シ，以テ白

血球ノ機能上二上ボスキベ影響ヲ観察セリ．（第17，18表）

 是等ノ成績ヲ郷二報告セル所ト参照シテ比較考按スル＝，丁丁的皮膚炎＝於ケル臨床的症

状，血液像ノ二化就中白血球ノ核移動並ビニ其ノ機能上二二ハル・攣化ハ其ノ過程＝於テ概

ネー致スルモノニシテ，本項ノ實験二於テモ叉塗布回藪ノ重ナルニ随ヒ，之レニ依ツテ現ハ

ル・炎衝症状ハ漸次減弱シ，一方白血球ノ機能減退ノ程度モ亦核移動ト島々並行シテ回1回

ト輕微トナリ，途ニハ殆ンド認ムベキ緑化ヲ呈セザルニ至り，一種ノ不感現象ノ成立セル歌

第17表 機能ノ回復ヲ倹チテ10％「クロトン油ヲ右回＝反復塗布

        第4號家兎 白色 6 ：K．G．27509

假性「エ」細胞貧喰能 遊走速度
i分一ミクロン）

實験月日 縄  過 墨差貧血 貧喰 李均 観 三絃 「璽」

陽性 食喰 察 「エ」

柵 州＋11±1一 率 度 激 細胞 細胞

14／x正 第2回塗
z

10 20 31 32i7 93％ 1．94 100 19．69 ］・a4・

15／〃 1目後 2 7 44 38 9 91％ L55 100 16．14

16／〃 2日後 6 15 31 45 3 97％ 1．76 100 18．28  12．08
P

17／〃 3日後 9 15 30 43 3 97％ 1．82 100 19．56

@  →
h3．07

18／〃 第3回塗
z

4 19 43 31 3 97％ 1．93 100 19．87 13．51

19／〃 1目後 5 17 31 44 3 97％ L77 100 17．35 1 9．58

20／〃 2目後 8 20 40 20 2 98％ lL92 ］00 19．21 1L24

21／〃

Q2／〃

Q3ノ〃

第4回塗
z1日後

謔T回塗
z

10

W5

18

P7

134
P3542

34

Q8

R0

423

96％

X8％197％

括96 1．811 1．94

エ00

P00

P00

20．18

P903

Q0．21

ユ3．27

P2．06

P3．62

24／〃 1日後 8 24 30 6 94％ 1．96 100 20．37   1 13．34

（備考）第1回塗布＝ヨル成績二一テハ第8表参照。
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第18表

皮膚二封スル各種影響二品スル血液學回忌験

機能ノ回復ヲ倹チテ右耳二50％「クロトン油ヲ反復塗布

   第3號家兎 白色 ♂ KG．28509

125

慣性「エ」細胞貧喰能 遊走速度
i分一ミクロン）

實験月日 繹  過

一 一 一 一 一    π 一   『  ． 一   ｝  一  『 “     一 一   一   一 一   一   ．

@墨粒貧喰
一         一 ＿ 一

焔 二階 観 假性 「盤」

陽性 貧富 察 「エ」

冊 粁 ＋1士
      匿 一

@ 鯛
率 度 数 細胞 細胞

17／X 第2回塗
z

4 18 43 31 4 96％ 1．87 100 20．61

18／〃 1日後 一
3 41 41 15 85％ 1．34 100 14．11 9．01

19／〃 2日後 3 14 25 50 8 92％ ユ．54 100 16．30 10．21

21／〃 4日後 4 13 33 46 4 96％ 1．64 100 19．10 10．17

22／〃

Q4／〃

6日後
謔R回塗
z

710 15

P9

32

R1

43

Q7

33 97％

X7％

1．80

P．86

100

P00

18．O1

P9．88

［1201

堰E298

25／〃 1日後 2 5 30 50 13 87％ 1．33 ユ00 15．02
1 9．77 ・

26／〃 2日後 1 15 34 46 4 96％ 1．63 100 17．32 1981
28／〃 4日後 6 14 36 40 4 96％ 1．78 100 19．03 1L31

30／〃 第4回塗
z

8 17 38 25 2 98％ 1．84 100 20．15 12．03

31／ガ 1日後 一
16 33 34 17 83％ L48 100 16．17 8．21

1／x夏 2日後 7 12 34 43 4 96％ 1．73 17．21 10．35

3／〃 4日後 8 18 33 36 5 95％ L88 100 19．75 12．09

4／〃 5日後 8 20 31 32 9 91％ 1．86 100 20．90 12．34

（備考）第1回塗布ニヨル結果虚日5表ヲ謬照．

態二到達セルラ見ルヲ得ベシ．サレド斯カル現象ハ然カク長期間二渉ツテ存在スルモノニア

ラズシテ，「クロトン油ノ塗布ヲ申止シテ2－3ケ月ヲ経過スル時ハ，其ノ感受性ハ再ビ奮

＝復シ，臨床上二於テモ叉血液二現ハル・諸攣十二於テモ共二最：初ノ塗布十時ノ歌態ヲ現ハ

シ，完全二叙上ノ性質ヲ裏失スルニ至ルモノニシテ，斯カル事面一屡々吾入ノ経験スル所ナ

リ．

        第5章 家兎ノ健康及ビ炎衝皮膚浸出液ノ皮内注

             射が白血球ノ機能上二上ボス影響

                實験方法及ビ實験材料

 ：文献二徴スルニMeirowsky（1912），：Nathan und Sack（1922）， Meineri und Lev量（1927）， E・ Tena（192

8〕，0・Enkvist（1929），廣田及ビ呉（1926），三宅（1931），楢原（1932）・北村（1933）等ノ諸氏ハ各種々ノ目

的ノ爲二，種々ノ方法二依ツテ皮膚浸出液ヲ作製セルガ，余ハ專ラ三宅氏等♪行ヒタル方法二準縁シテ之

ヲ作製セリ．・即チ家兎ノ背部ヲ皮膚二損傷ヲ與ヘザルヤウ細心ノ注意ヲ彿ヒテ剃毛シ，局所ヲ70％酒精ヲ

以テ充分二清拭消毒シタル上，可及的出血ヲ避ケツ・皮膚ヲ皮下組織ヨリ完全二剥離シテ之レヲ切除シ，

斯クシテ得タル皮虜廷争鋏ヲ以テ成ルペク細カキ切片トナシ，之レヲ豫メ滅菌セル乳鉢二入レ，砂ヲ混ジ

テ磨碑シテ粥状トナシ，之レニ10倍量ノ生理的食盟水ヲ注加シ，充分二振盈シテ乳剤状トナシタルモノヲ
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一陽夜氷室＝貯藏シタル後年Vヲ取り出S｝濾過シテ得ラルペキ濾液ヲ用二供スルモノトス．（而シテ之

レヲ長ク使用セント欲スル時潮，腐敗ヲ防グ目的ヲ以テ0・5％ノ割合二石炭酸ヲ加フレパ可ナリ）．斯クテ

並二得ラルペキ浸出液ハ，其ノ作製ノ全過程ヲ通ジテ細心ノ注意ヲ梯ヒ，終始無菌的二操作セルモノナル

が故二完全二無菌的ナルペキハ言ヲ侯タズ．

         第1項家兎ノ健康皮膚浸出液ヲ皮内注射セル場合

 健康家兎ノ背部二於テ豫メ可及的短ク勢毛シ，此瀬田前述ノ如ク作製セル健康皮膚浸出液

ヲ1．Occ宛3ケ所＝皮内注射シ，樹ホ別＝生理的食漏水1．Occヲ同様昌皮内注射ヲ行ヒテ之

レヲ蜀照トシ，是等二依ツテ起ルベキ皮膚ノ反憲二注意シツ・血液＝現ハル・攣化ノ検索ヲ

試ミタリ． （第19表）

第19表 健康皮膚浸出液3．Occヲ背部二皮内注射

    第35號i家兎 白色 6 K・G・30509

假性」エ」細胞貧喰能 遊走速度o分二一ミク・γ）     一  一  『

實験月日

   L経測   ㌔＿ 一 ＿  匿  ＿   ． 一 ＿． ＿ 罰 一   ｝

墨粒貧喰 貧喰

z性
J

李均

n喰
x

観察激 假性「工」

ﾗ胞

「賂」

ﾗ胞、晦r＋1±1一

7／X

h8／X

注射前6114
A2輔後61、3

P日後…7 17   1

「一一一丁－一一一一  一 一『『へ｝一一一

@ 31

@ 34
@ 22

46

S5

T0

334
一97％

X7％

X6％

L74

P．76

P．73

100

P00

?O0

20．54

Q023

Q⑪．89

13．14

P3．21

P2．98

 健康皮膚浸出液ハ之レヲ家兎二封シテ皮内注射ヲナスモ，殆ンド起炎性ヲ有セザルモノノ

知ク，只注射後間モナク極メテ島井ナル潮紅ヲ呈スルコトハ往々＝シテ看取シ得ラル・トコ

ロナルモ，ソハタN・一過性ノ現象タルニ過ギズシテ，早キハ藪時間，逞クトモ10時間飴ヲ維

過スレバ殆ンド浩槌シ，封照トシテ食盤水ヲ皮内注射セルモノト封比スルモ殆ンド何等選ブ

．所ナク，函南ハル・潮紅ノ程度＝於テ品々勝レルが如キ感ヲ抱カシムル＝過ギズシテ，且ツ

注射後1書夜ヲ過グレバ完全二軍失シテ痕跡ヲモ留メザルヲ常トス．而シテ之レヲ其ノ血液

像昌就テ楡スルモE．：F． MUIIer， Ritter， F． Hoff，：K． Heesch氏等が只極メテー過性ノLeucopenie

ヲ認メタル他，一般＝血液像ニハ何等認ムベキ攣化ヲ現ハサザルコトハ諸家ノ等シク記載セ

ル所＝シテ，衡昌報告セルが如ク余ノ實験成績昌就テ見ルモ叉全ク之レ＝・一・致シ，加フルS

白血球ノ核分葉藪ニモ殆ンド認ムペキ攣化ヲ示サザリシガ，更二進ンデ之レヲ白血球ノ機能

上ヨリ観察スル：一一，其ノ貧富能二於テモ，要覧叉遊走二度＝於テモ，共＝注射ノ前後＝於テ

何等認ムベキ憂動ヲ現ハサザリキ．

         第2項 家兎ノ炎衝皮膚浸出液ヲ皮内注射セル場合

 健康ナル家兎ノ背部ヲ剃毛シテ局所二50％「クロトン油ヲ塗布シタル後，15日．前後ヲ経テ

臨床的二炎衝症歌が最モ高潮調達シタル時期ヲ見計ラヒ，「ベンチン」ヲ以テ充分＝清拭シテ

樹ホ残留シテ存在スルコトアルベキ「クロトン油ヲ完全二除去シ，更二70％酒精ヲ以テ漕毒

シeル上，前項二於テ述べタルト同様ノ操作ニヨリテ炎衝皮膚ノ浸出液ヲ作製シ，之レヲ前
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皮膚二封スル各種影響二關スル血液學的赤出 127

項ノ如ク家兎ノ背部二皮内注射ヲ行ヒ，以テ注射ノ前後＝於ケル皮膚及ビ血液ノ諸時化ヲ追

究セリ．（第20，21表）

第20表 炎衝皮膚浸出液3．Occヲ背部二皮内注射

    第37號家兎 白色 6 K．G、26309
噛

假性・エ・細胞無能 1謬導霧）

實験月日 経  過 墨粒負喰 旧記

z性
ｦ

李均

n三
x

観祭数

｝     一 一  一

ili生「工」細胞

 一 」
u盤」

ﾗ胞刑甘1＋1±
一    一  凶       一 一 ．   一 一 一  一  一

@  一
2／X

R／〃

S／〃

T／〃

注射前

P日後

Q日後
p3日後

6546 1 15

P0

P3

P4

28

R0

R0

Q9

48

T0

T0

S8

3533

97％

X5％

X7％

X7％  1

1．59

k67

P721 ，

1．73 100

@ 100

@ 100

@ 100

2035

P7．89

P9．59

Q0．48

14．04

P2．87

P3．52

P3．94

第21表 出身皮膚浸出液3．Occヲ背部二皮内注射

    第38號家兎 白色 6 K：．G．2SOOg

假桃「エ」細胞貧喰能 遊走速度
k分一ミクロン）

経  過 墨粒負喰 ZF均

n喰柵囲＋±1一    一  匿        一   －  一          ■          一    一  一

観察激 假性「エ」

ﾗ胞

「盤」

ﾗ胞

三唱月日

Q／X

R／〃

S／〃

T／〃

＿   ＿  一 ‘     一

@1注射前

@ 1日後

@ 2日後

@ 3日後

P0

| 6 8

15

P8

P4

P4

36

R6

R3

R4

2捌2

S2 奄S

貧喰

z性
¥■．98％96％96％96％

P．84

k68

P．75

P．82

100

P00

P00

P00

2L78

P8．81

P9．84

Q1．34

13！85、

P1．24

P2．25

P3．69

 注射侵数時間ニシテ局所一食肇水ヲ以テセル封照二比スレパ明ラカニ白白ナル潮紅ヲ呈

シ，1 Vが漸次明確トナルト共＝多少ノ腫脹ヲ加へ，注射後約20時聞ヲ経テ観察スル＝，其ノ

部位二一ハル・攣化ハ健康皮膚浸出液ヲ皮内注射セル場合二比スレパ明ラカニ其ノ趣ヲ異＝

シ，局所ハ護二才ビ腫脹ヲ呈シテ，輕微：ナガラモ明ラカニ炎衝症状ヲ現ハシ，且ツ之レが完

全二浩槌スルニハ2日乃至3日ヲ要スルゴト多シ・而シテ其ノ血液像ヲ槍スルニ，輕微ナガ

ラモ皮膚ノ炎衝時＝於テ看取セラル・ト同様ノ攣化ヲ呈シ，白血球核モ亦十度ノ左方移動ヲ

ナスコトハ前報＝於テ既二述ペタル所ナルガ，更二之レヲ白血球ノ機能上ヨリ槍索スルモ叉

：是等ノ攣化ト略々相慮セル機能減退ヲ認メタルコトハ上表二丁セルが如シ．

 要ス7V n fi兎二樹シ炎衝皮膚浸出液ノ皮内注射ヲ行フ時ハ，健康皮膚浸出液ヲ同様＝セル

場合ト異り，毎常必ズ局所二炎衝ヲ惹起スルコトハNathan und Sack（1922）其ノ他諸家ノ

等シク認ムル所ニシテ，本實験ノ結果二鑑ミル時ハ，炎衝皮膚組織内二於テ産生セラレ，且

ツ抽出可能ニシテ，同時二起炎性ヲ有スル或ル物質ノ存在スルコトハ容易二想到シ得ラル、

所ナルベク，該物質ノ起炎性二就テ北村氏（1933）ハ原嚢皮膚炎ノ炎衝症状ノ旺盛ナル時tw n一
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於ケルモノ野洲ノ作用モ下張烈ナリト報告セリ．

 文献ヲ潮岬スルニ健康皮膚若シクハ炎衝皮膚浸出液中二抽串シ得ラル・物質ノ有スル性質

ヲ究明セントシテ試ミラレタル諸家ノ報告ハ決シテ勘シトセズ．例ヘバ前者二四テハ筋肉ノ

攣縮ヲ來スコト（Ocennor），日岡鐵二野シテ陽性ノ反慮ヲ呈シ（wintemitz），又蛙眼ノ瞳孔擬

大作用ヲ有スルコト（Trendelenburg， Wintemitz， Meineri und・1・evi），ヌ．是等ノ作用ヲ有スレ

ドモ血管牧縮作用（蛙）及ビ血璽上昇作用（家兎）ハ共二開明シ得ザルコト（Meirowsky），蛙心

ノ蓮動促進作用ヲ有スルコト（Enkvist），叉ハ却ツテ血塵下降作用ヲ、呈シ，捌出子宮叉ハ腸管

ノ運動促進作用，及ビ血管牧縮作用ヲ現ハスコト（廣田，呉），肝臓解毒作用及ビ抗禮生成作

用等ヲ促進セシムルコト（Jena），磯餓血糖ノ上昇作用乃至sympathisch Hyperglykaemische

Wirk皿gヲ有スルコト（三宅）等其ノ生物學的作用二面スル種々ノ報告アリテ，要スルニ健康

皮膚内＝バー種ノ交感祠輕機能ヲ促進セシムルが如キ物質ノ存在スルコトヲ想像セシム．更

＝3〈炎衝皮膚浸出液二幅シテハ，起炎性ヲ有スルコトハNathan und Sack其ノ他ノ諸氏ニョ

リ等シク肯定セラレ，術ホ糖「イントレランツ」ヲ惹起セシムル作用ヲ認メタル報告（三宅）其

ノ他北村，楢原虚語ノ業績二接スルヲ得ルト難モ，思フニ是等ハ未ダ共ノ総べテニァラズシ

テ，寧ロ皮膚組織ノ有スル諸種ノ生物化學的作用ノ内ノー部ト見倣スベキモノナルベク，諸

家ノ眞摯ナル探究＝モ拘ラズ是等物質ノ本態乃至其ノ有スル性質ノ全貌ハ未ダ完全二士明ノ

三二達スル．二面ラザルモノト言フベク，樹ホ今後ノ研究二上ツ所思ナル謡歌ナルが如シ．

 而シテ余ノ試ミタル實験ハ素ヨリ其ノ面影ヲ異ニスト難モ，其ノ結果品品是等物質ノ有ス

ル性質中ノータルヲ失ハズ．帥チ健康皮膚浸出液ヲ皮内注射セル場合二心テハ，臨床上殆ン

ド認ムペキ反面ヲ忌日ザルノミナラズ，之レヲ其ノ血液，殊二白血球二就テ，共ノ比率及ビ

形態論的並ビニ機能的素槍二二就テ見ルモ何レモ共融殆ンド攣化ヲ冠鳩ズ，然ル＝炎衝心欣

ノ高潮期日在ル皮膚ノ浸出液ヲ同様＝用ヒタル場合二品テハ，毎常凡ズ局所二詠唱症状ヲ呈

シ，且ツ共ノ血液學的諸豪索二就テ見ルモ，輕微：ナガラモ燧カニ皮膚炎ノ際二認メラル・ト

同檬ノ事象ヲ観察シ得タルハ帥チNathan und Sack，北村氏等ノ報告ヲ裏書スルモノ＝他ナ

ラズ，是等適者ノ聞ニ蘇張ノ作用二於テ底面ナル庭径ノ存在スルコトヲ知ルベシ．

         第6章皮膚片切除後ノ家兎＝「クロトン

              油ヲ塗布セル場合

 観血的手術ノ如キ，多少ナリトモ其ノ身艦保健上二障碍ヲ與へ，反慮力ヲ減損セシムベキ

疑ビアル操作ヲ加フル時ハ，延イテハ皮膚感受性ノ低下ヲ招來スベキコトハ敢ヘテ怪シムベ

キゴアラザルペシ．余ハ家兎ノ耳殻及ビ背部二於テ微カニ血液ノ浸ミ出ヅル程度二多撒ノ露L

切ヲ加へ，或ハ背部二戸テ可ナリ廣キ面積ノ皮膚片ヲ切除シタル各家兎二時テ，其ノ前後今

回二渉ツテ血液ノ下畑ヲ施行シタレドモ，撃力＝白血球核ノ極メテ輕微：ナル左方移動ヲ認メ

タル程度ニシテ何等特記スペキ攣化ヲ認メザリシガ，皮膚片切除後10日絵ヲ経テ，手術部ガ

ー次的二癒合スルヲ侯チテ該家兎二封シ「クロトン油ヲ塗布シ，之レ＝依ツテ起ルベキ臨床
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皮膚二心スル各種影響二關ズル血液學的民話 Z29

的並ビ三血液ノ諸攣化ノ観察ヲ試ミタル＝，其ノ結果ハ梢々注目スルニ足ルモノアリシが故

二鼓二表示スベシ．（第22，23表）

第22表 背部皮膚片切除後血液二50％「クロトン油塗布 （白血球像）

白血 白 血 球百 分 率 両性「エ」細胞ノ核型
験月日 経  過

引数 繍 繍脚球麟羽黒 ・い・圓工V【v騰

4／夏V 切除前 8500 α8 2．8 56．8 L6 38』 2 42 150 4 2 2．62

5／〃 1日後 8800 12 2．4 57．6 2．0 36．8 6 37 50 7
一

2．58

7／〃 3日後 8300 α4 2．4 5ξL2 忽8 392 5 40 45 9 1 2．61

10／〃 6日後 8600
一

3．2 5丘6 2．4 38．8 42 42 11
一

2．59

15／〃 クロトン
茁h布

8450 1．2 2．0 572 2．0 37．2
li4

I

40 48 8
一 2石0

16／〃 1日後 11300 0．4 2．0 484 3．2 46．0 110 59 27 4
一

2．25

18／〃 3 日後 111050 0．8 2．0 46．4 3．6 47．2 8 53 33 5 1 且34

20／〃

?V
：1翻 一一

2．8

R．2

50．0

T4．0

3．2

c．8

44．0

SαoI

63 50

S6

38

S3

46 22 2．46

Q．57

25／〃
   …P0日後l   F 8800 α8 20 56・136 3ス61

7 36 49 5 2石1

第23表背部皮膚片切除後右耳二50％「ク・トン油塗布（白血球ノ機能）

1｝ 一． ＿一  一

假性「エ」細胞貧喰能

雨月日 纒  過 墨粒白白 貧喰 李均 観 假性 「盤」

陽性 負心 察 「工」

柵

一  一・一 ． 一 一 一皿

@ 什
 一 一 』  幽  一 一  噛 一 一 一

{国一 率 度 数 細胞 細胞
一  一 一 一          一         醒 一

4／IV 切除前1 3 20 135 28 4 96％ L70 100 21．72 13．57

5／〃 1目後i 4 13 35 42 6 94％ 1．67 100 20．08 1321
1 1

7／〃

P0／〃

．3日倒   16日後i 64 15

P4

28 u47

R3｝45

44 96％

X6％

1．71

P．69

ユ00

P00

2L40

Q2．07

隔1且87

P340

15／〃 クロトンl
喧茁h布

12 32

144
5 95％ 1．72 100 21．43 13．32

16〃’ い日後一
1

8 30 47 15 85％ 130 100 15．50 952

18／〃 3日後1一 9 140 39 享2 88％ 1．44 100 17．21 11．02

20／〃 5日後 4 8 34 47 7 193％ 1．55 100 1971 10．63

23／〃 8日半    5 15 28 48 4 96％ 1．69 100 21．37 12．78

25／〃 10日後i   噛 7 10 34 45 4 96％ 1．71 100 21．79 13．21

 實験ノ結果ヲ見ルニ，皮膚切除ヲ施セル前後＝於ケル槍素ノ結果ハ，素ヨリ多少ノ動揺ハ冤

Vズト難iモ，血液像，白血球ノ核移動並ビニ其ノ機能ノ何tz・＝就テ見ルモ，何レモ生理的圏

内ノ動揺ト見倣スペキモノニシテ，横尾氏（1929）ガ同檬ノ實tw ・＝於テ皮膚及ビ血液内電解質

＝ハ認ムベキ攣化ヲ現ハサズト記載セル報告ハ，之レヲ余ノ得タル結果二巴テ見ルモ略々首

肯艶得ルモノノ如ク，更二期カル家兎ハ皮膚感受性ノ低下ヲ來ス｝述べタル同氏ノ報告モ又

                   if IP 1



i30 橋 本

町ヲ肯定スベキ結果誇到達セリ．帥チ皮膚切除手術ヲ施シタル家兎ノ右n・＝50％「クロトン

油ヲ塗布シテ起ルベキ炎衝症歌ヲ見ル＝，何等操作ヲ加ヘザル健康家兎ノ場合二時スレバ，

櫨カニ其ノ感受性ノ減退，帥チ獲赤，腫脹等ノ臨床的症朕ノ輕微ナルヲ看取シ得ルノミナラ

ズ，更二血液：二關スル諸槍索二等テ見ルモ叉（第22表，第23表）其ノ攣動ノ程度ノ燧カニ少

キコトヲ認メシムルモ，鼓ニハ只皮膚切除ノ如キ操作ヲ加フル時ハ之V＝kkツテ皮膚感受性

ノ低下ヲ招來シ，延イテハ血液二起ルベキ攣化ノ程度モ亦幾分輕微ナルノ事實ヲ指摘スル昌

止メントス．

            第7章本編ノ考按並ビ＝文献

 轡二述ペタルが如ク各種皮膚疾患二於ケル血液像二曹ズル記載ハ，敢ヘテ必ズシモ勘シト

セザルモ，共ノ多クハ症例報告二際シテ副所見トシテ述べラレタル断片的ノ記載二三ギズシ

テ，之レヲ系統的二槍索シテ是等ノ間二何等カノ因果的關係ヲ爽見セント試ミタルが如キ記

載ハ從馬脚メテ其ノ例二乏シキが如シ．

 而シテ漁疹乃至皮膚炎＝於ケル血液像二階シテハ，夙＝：Bettmann， Reckzeh， Neusser und

Carion， Towle ui）d Swartz， Bacco und Minassia n， Stzaubli， Rille， Zappert， Peters， Steiger，

：Bobrow und Kogan等諸家ノ報告アリ．叉本邦＝於テハ馬引當教室ノ大桑氏（1925）ノ報告，

下帯クハ小林氏（1932）ノ報告アリ．其ノ他中村氏（1933及ビ1934）ハ人間ノ漁疹及ビ動物

二於ケル平野的皮膚炎二就テノ検索ノ結果ヲ報告セルガ，是等諸家ノ報告筆癖クハ要スル＝

申性嗜好白血球ノ敷量的増加ヲ甲声トスル：Leucozytoseヲ見，且ツ屡々Eosinophilieノ護生

ヲ見ル等ノ貼二期テ概ネー致シ，za ＝報告セル余ノ實験成績二野テ見ルモ叉，偶々家兎＝在

りテハEesinophilieヲ現ハサザル以外ニハ略々其ノ軌ヲー一一・＝シタリ．

 更二Arneth氏ニヨリテ提唱セラレタル白血球ノ核移en ＝關スル報告ハ從來極メテ其ノ記

載二乏シク，Steiger氏（1928）ハ急性漁網二在リテモ，又慢性漁疹二在リテモ共二左方移動

ヲ織地ズト述べタルガ，當教室ノ小林氏（1932）ハ入間ノ漁疹二就テ槍索シタル結果，急性症

＝於ケル核ノ移動＝バー定ノ規準ヲ求メ得ザリシモ，慢性ニシテ所謂Ekzematiker ’ト樗スベ

キモノノ大部分＝於テハ明ラカ＝左方移動ヲ自己タルコトヲ報告シ，尚ホ中村，尾崎爾氏ハ

其ノ報告＝於テSchilling氏ノHaemogrammノ分類法二擦り，漁疹叉ハ皮膚炎ノ際二於テ核

ノ左方移動スルコトニー言鯛レル所アリシガ，是等ノ詳細二關シテハ轡二余ノ研索シテ報告

セル所ナリ（第1報）．

 而カモ更二進ンデ漁疹叉ハ皮膚炎が白血球ノ機能上＝及ボス影響二關スル槍索二至ツテ

ハ，余ノ寡聞ナル文献二未ダ共ノ記載ヲ見ザル所ナリシガ，最近＝至り余・ノ報告（1933）＝相

即ギテ尾崎氏ガ（1934）白血球ノ貧喰能ノ攣動二就テ槍索ヲナシ，概ネ余ノ報告セル成績あ一一

致セル結果ヲ得タル記載ヲ護見シ得ル＝三型ザルが如シ．然レ共由來白血球ノ有スル機能タ

ルヤーニシテ止マラズ，只共ノ貧喰能ノ浩長ノミヲ以テ之レヲ律スベキニアラザルベク．更

昌遊走速度ノ増減モ亦重要ニシテ，而カモ最モ信偽スルニ足ル機能ノータルヲ失ハズ，從ツ
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皮膚二三スル各種影響二二スル血液學的晶晶

テ是等爾者ヲ同時二測定シ，封比考察シ

テ以テ重訳テ其ノ成績漏斗々完全二近シ

ト言ハザルベカラズ．蓋シ白血球ノ核移

動が所謂進行性ノモノナリヤ，將叉退行

性ノモノナリヤハ血液塗抹染色標本ニヨ

リテモ，其ノ形態，構造，染色歌態等ノ

諸黙二注意ヲ彿フ爆心略々推測ヲ下シ得

ルモノニシテ，是等ノ黒占禍事シテ増齢 tU
                   む・・Arn・th， S・hilling，佐藤均等ノ成書ニモ門

並ノ記載ヲ散見セラル・ノミナラズ，病『

的ノ形態的攣化二就テハAlder，：Barta，

                   ω
Cesarfs－Demels， Gloor， Holz， Mayer， Mo－

mmsen， Nathan， Schleip， Wallgren，八木，皿

山下識田購一団リテ酔現地ヨリ蟹

研究セラレタル所ナリト難モ，而カモ之旨

レヲ現計二謹明シ，且ツ明確二噺言シ得

ルハ，其ノ機能的場査ヲ維テ始メテ之レ鯛
                   tl
ヲナシ得ル所ナレバナリ・斯クテ從來複報

瀬饗シテ實用樋セザルノミナラ蛍

ズ・又信符スル四足ラザリシ是等ノ齪蜜

法ヲ改良考案シ・以テ臨床上一噸ル督

簡便二誓約シ得ルニ至ラシメ，延イテ・・運
                   あ
斯學ノ進歩＝多大ノ貢献ヲナセルSabin，ん
                   ロ
杉山，森幽遠ノ功績ハ蓋シ極メテ大ナリ へ
                   し
ト言ハザルベカラズ．        次
                   象
 抑モ家兎ノ皮膚二「クロトン油ヲ塗布

シ以テ詞曲的皮膚炎ヲ惹起セシムル時寸
                   れ
ハ，局所ノ欺況二障ジテ種々ノ程度二於綜

テ其ノ血液像二聯動ヲ現ハスベキコトハ

既二轡二余ノ報告セル所ニシテ，帥チ白

血球数ノ増加，假性エオジン嗜好細胞ノ

撒量的増加及ビ某ノ核ノ左方移動，淋巴

球ノ比率的減少ハ其ノ主ナルモノニシテ

且ツ是等ノ攣動ハ略々炎衝ノ漕長ト相件

フモノナルが如シ．而シテ今余ハ之レヲ
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132 橋 本

白血球ノ機能上ヨリ観察シテ，皮膚炎ノ出生＝ヨリテ其ノ貧喰能モ遊走速度毛共渇其ノ生理

的動揺ヲ蓬カニ超エテ減弱シ，且ツ是等ノ現象ハ概ネ炎衝ノ程度及ビ経過ト並行シ，加フル

ニ其ノ漕長ヲ共＝スルノ事實ヲ確認スルヲ得タリ．之レヲ詳言スレバ皮膚炎ノ震生・・：・ヨ・り其

ノ血液像バー定ノ攣調ヲ現ハシ，白血球ノ核ハ左方移動ヲ示シ，且ツ其ノ機能ノ減弱ヲ呈ス

ルモノニシテ，而カモ是等ノ攣化ノ程度ハ何レモ炎衝ノ最高潮期＝於テ最モ顯著ナルヲ常ト

シ，其ノ後多少ノ動揺ヲ経，治癒期二入ルト共二漸次常態s復蹄スルモノ昌シテ，t從ツテ是

等相互ノ間＝ハ極メテ緊密ナル蘭係ノ存在スルコトヲ容易二窺知シ得ベタ，叙上ノ諸實二一

ヨリテ是等ノ關係ヲ實讃セルモノト見倣スヲ得ベシ．

 証書ミニ50％ノ「クロトン油ノ塗布ニヨリ家兎二實験的皮膚炎ヲ惹起セシメテ．白血球ノ形

態學的及ビ機能的昌現ハル・諸攣化ヲー括表示スレバ第24表ノ如シ・

              第8章総  ・括          t’t

 余材家兎二曲シテ「クロトン油ヲ塗布シテ乱曲的皮膚炎ヲ面起セシメ，其ノ前後二於テ白

血球ノ機能上S及ボス影響ノ槍索＝忌事スル所アリ，主トシテ其ノ遊走速度ノ消長並ビr墨

粒面喰能ノ並幅昌就テ親察シ，次ノ如キ結論二到達セ広

 （1）家兎＝實験的皮膚炎ヲ褒生セシムル時儀，白血球ハ著明ナル機能ノ急調ヲ來シ，其

ノ貧喰能ハ低下シ遊走速度ハ減弱ス．而シテ是等ノ攣化ノ程度ハ多ク山面衝症栽ノ最：高潮期

＝於テ最モ顯著ナルヲ常トシ，治癒期二六ルト共＝多少ノ動揺ヲ経テ・漸次正常欺態昌面諭ス

ルモノニシテ，師チ白血球核ハ初卯退行性左方移動ヲナスモ，女デ進行性右：方移動二藍ジ，

炎夏ノ経過ト血糊並行シテ漸亥二奮態二復ス．

 （2）皮膚炎ノ獲生二依リテ現ハル、是等ノ攣化ノ程度，及ビ其ノ全ク復奮スルs至ル期

聞ノ長短ハ，原病竈ノ輕重ノ程度，並ビニ其ノ面積ノ廣狭ト概ネ相比例ス．

 （3）「クロトン油ヲ反覆シテ塗布スル時ハ，之レニ依ツテ招來スベキ臨床的並ビs血．灌

學諸攣化ハ，何レモ塗布回数ヲ重ネル＝從ツテ漸次輕微トナルノミづ「ラズ，途・・ハ殆ンド何

等ノ反磁ヲモ呈出ザル歌態二到達スベク，恰モ菟疫二匹敵スベキー種ぞ不感現象ノ成立雪ル

観ヲ呈スルニ至ル．

 （4）炎衝皮膚浸出液ハ，之レヲ家兎二皮内注射ヲナス時ハ起炎性ヲ現ハスモ■Sシテ，

臨床的症状二於テモ，叉其ノ血液像二於テモ，鹿又白血球ノ核移動乃至其ノ機能的攣化＝於

テモ，輕微：ナガラモ炎衝時二於ケルト寸々同様ノ現象7呈スルモ，健康皮膚浸出液ヲ同寸＝

用ヒタル場合二在リテハ，殆ンド認ムペキ攣化ヲ示サズ．

 （5）皮膚切除ノ如キ操作（観血的手術）ハ皮膚感受性ヲ低下セシムルモノノ如シ．

 （稿ヲ終ルニ臨ミ幾多有盆ナル御指示ヲ賜りタル本証病理臨急室杉山教授，三二實験二封スル種々御懇

篤ナル御指導ヲ辱フシタル同教室塚本講師等二面シ厚ク感謝ス）．

【1里】
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                 主 要 文 獄

              （「第1報」二記載セルモノヲ除ク）

1）橋本as・一，十全會雑誌，第40毬，第11競，昭和10年．  2）牧野耀，十全會維誌，第36巻，第

4號，昭和6年・  3）同人，十全會雄誌，第37巻，第11號，昭和7…竿．  4）同人，十全會雑誌，

第38巻，第4號，昭和8年．  5）森喜久男，十全會雑誌，第33巻，第7號，昭和3年．   6）

同入，十全會雑誌，第33巻，第8號，昭和3年．  7）同人，十全會雑誌，第33巻第9臨昭和

3年．  8）同人，十全會雑誌，第33巻，第10號，昭和3年．  9）小野醇吉，日本外科學會雑誌，

第29回，第12號，昭和4年．  10）尾崎徹，皮膚科秘尿器科雑誌，第36燧，第2號，昭和9年8月．

11）杉山繁輝，十全會維誌，第33巻，第9號，昭和3年．  12）同人，十全會雑誌，第34巻，第9

號，昭和4年．  13）杉山繁輝，森喜久勇，十全會雑誌，第33巻，第10號，昭和3年．   14）

田上滴貞，十全會雑誌，第34巷，第10號，昭和4年．  15〕同入，十全會雑誌，第35巻∫第7號，

昭和5年．  16）塚本茂，十全會雑誌，第35巻，第4號，昭和5年．  17）植木信親，日本微生

物學病理學雑誌，第23巻，第12號，昭和4年．  18）渡邊四鄙，十全會雑誌，第34巻，第11號，昭

和4年．  19）山下溝吉，十全會維誌，第37巻，第2號，昭和7年．  20）同人，十全會維誌，

第37巻，第6號，昭和7年．  21）同人，十全會雑誌，第37巻，第8號，昭和7年，  22）同入，

十全會雑誌，第38巻，第3號，昭和8年．  23）横尾守中，皮膚科泌尿器科維誌，第29巻，第12號，

昭i翔4年12月．
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